小項目評価の主な論点項目に関する検討結果について
大項目１　府民サービスに係る技術支援の実施と情報発信
	平成24年度計画
	小項目
番号
	自己
評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント

	行政に対する技術支援
	２
	Ⅳ
	Ⅳ
	環境分野では、社会問題となったPM2.5に関する成分分析データ等の情報を提供、農林分野では、ナラ枯れ被害の増加に対して現地での状況調査及び防除方法の指導を実施、水産分野では、大阪湾の環境及び漁業資源の現状や経年変化を把握するため漁業資源モニタリングを実施した。
公的機関にしかできない調査分析や社会問題に応じた行政への知見の提供等、公設試験研究機関として求められる役割を期待以上に果たしたため、高く評価した。

	危機管理の取組支援、緊急時への対応
	３
	Ⅳ
	Ⅳ
	アスベストやコイヘルペスウイルス病に対する緊急の調査分析、悪臭発生や魚のへい死など、河川や大阪湾に関する苦情の原因究明調査、大阪湾の貝毒プランクトン調査を実施し、行政への報告とホームページによる情報提供等を行った。
例年以上の事案に迅速に対応し、府民の安全・安心に大きく貢献した実績を高く評価した。

	講習会や研修による
研究所の成果普及
	４
	Ⅳ
	Ⅳ
	新たな成果報告会を開催し、成果の普及と最新技術の伝達を推進するとともに、府職員だけでなく市町村職員まで対象を拡大して環境情報を提供した。また、大阪府の温暖化防止条例の対象外ではあるが、府全体の温室効果ガス排出量の４分の１を占める中小事業者向けに「省エネ・省CO2相談窓口」を運営し、温暖化対策へも貢献した点を高く評価した。

	情報発信
	６
	Ⅳ
	Ⅳ
	ホームページを全面的にリニューアルし、各分野の技術支援情報や調査研究成果等のわかりやすい発信やきめ細かな更新を行った結果、飛躍的にアクセス数が増加した。さらに、計画を上回る報道資料提供を行った点からも高く評価した。


大項目２　技術支援の基盤となる調査研究の実施
	平成24年度計画
	小項目
番号
	自己
評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント

	新たな研究分野への
取組
	10
	Ⅳ
	Ⅳ
	大阪独自の６次産業化に取り組み、大阪産（もん）を利用した新商品開発を支援、「河内イチジクグラッセ」、「エダマメスイーツ」等の成果品を生み出した。また、PM2.5の環境中の動態や広域移流の影響解明等の調査研究に先導的に取り組み、天然記念物イタセンパラの増殖ができる唯一の研究機関としての成果も着実にあげているため、高く評価した。


資料 ４








